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ー数の増加とリン酸化 MET蛋白を認め､遺伝子増幅の無い細胞 21株中 3細胞株でも
MET蛋白のリン酸化を認めた｡さらにDMT増幅の無くMET蛋白を認めた12細胞株中
EGFR変異型の5蘭醐包株のうち3細胞株にリン酸化MET蛋白を認めたが､野生型にはリ
ン酸化蛋白は認めなかったoこの3細胞株のEDERをノックダウンすることによりリン
酸化 MET蛋白の減弱や消失を認めた｡この結果から､MET蛋白のリン酸化にMET遺
伝子増幅のみならず EGFR遺伝子変異が関与することが示唆されたo今後の肺癌治療に
おいて､こうした両シグナル経路の遮断が同時に必要なことを示した画期的な研究成果で
あるD
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
